
第１回日本のへそ西脇農業ビジョン検討委員会次第 

 

●●●●●●●●●●●と●き：平成 25年５月 27日 (月 )13:30～ 15:30 

●●●●●●●●●●●ところ：西脇市民会館●１階●中ホール●●  

 

 

１●開会  

 

 

２●あいさつ  

 

 

３●委員紹介  

 

 

４●策定の経緯について  

 

 

５●西脇市の農業の現状について  

 

 

６●意見交換  

 

 

７●今後の方向性について  

 

 

８●閉会



役　　職 備　　　　考 出欠

㈱兵庫大地の会 取締役常務 藤 原 久 和  生産(土地利用型)

北はりま農産物直売所出荷者協議会 会　長 藤 原　   晃  生産（園芸）

黒田庄和牛同志会（婦人部） 代　表 上 田 久 子  生産（畜産）

みのり農業協同組合
営農部営農推進企画課

課　長 高 郷 敬 典  流通加工（JA） 欠席

みのり農業協同組合
西脇営農経済センター

センター長 石 田 康 治  流通加工（JA） 代理

西脇多可料飲組合 理事長 松 田 幸 紘  流通加工（飲食業）

企業組合　黒っこマザーズ 代　表 西 村 萬里子  流通加工（食品加工業） 欠席

西脇市消費者協会 会　長 内 橋 昌 子  消費生活（消費者協会）

西脇市いずみ会 会　長 片 岡 正 子  消費生活（食育関係）

兵庫楽農生活センター センター長 泉 谷 裕 司  消費生活

兵庫大学（経済情報学部） 教　授 池 本 廣 希  学識経験者 欠席

神戸大学大学院農学研究科 特命助教 山 下 陽 子  学識経験者 欠席

㈱神戸新聞社　北播総局 局　長 吉 岡 猛 逸  情報

西脇市農業委員会 会長職務代理 小西池   明　   行政（農業委員会）

兵庫県北播磨県民局
加東農林振興事務所農政振興課

課　長 香 川 裕 一  行政（兵庫県） 欠席

兵庫県北播磨県民局
加東農林振興事務所農政振興課

主　査 山 田 昌 資  行政（兵庫県） 代理

公募委員 岸 本 卓 也

公募委員 藤 原 一 志

公募委員 藤 原 徳 久

西脇市 市　長 來 住 壽 一

西脇市建設経済部 部　長 吉 田 孝 司

西脇市建設経済部農林振興課 課　長 小 坂 高 司

西脇市建設経済部農林振興課
地産地消推進室

室　長 仲 田 仁 久

西脇市建設経済部農林振興課 主　査 石 田 悦 子

西脇市建設経済部農林振興課 主　任 村 井 昌 徳

西脇市建設経済部農林振興課 主　任 北 脇 太一郎

西脇市農業委員会事務局 事務局長 石 井 博 昭

西脇市農業委員会事務局 主　査 本 間 健 夫

Ｊ
Ａ

みのり農業協同組合
西脇営農経済センター

センター長 藤 原 康 宏
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「日本のへそ西脇農業ビジョン」の策定について  

 

１  策定の目的  

●●地球温暖化の進展や生産者の高齢化等による食料供給力の低下、

●食品の偽装表示や異物混入など食の安全を揺るがす事案の発生、農

●村の活力低下による耕作放棄地の発生や野生動物被害の拡大など、

●近年、市民が食の確保や住環境に不安を覚える事態が生じている。

●●一方、本市においては、活力とにぎわいのあふれるまちづくりを

●進める上で、市民生活に深く関わる農業を新たな基幹産業の一つと

●して位置づけ、振興を図ることとしたところである。  

●●このような中、我々の豊かな未来を創造するため、現在の農業を

●持続的に発展させながら、新たな雇用を生み出す六次産業化や農商

●工・観光との連携、また成熟社会に豊かさを広げる市民農園等「楽

●農生活」の提案など、農業全体を再構築し、西脇の新たな食と農の

●方向性を示す「日本のへそ西脇農業ビジョン」を策定する。  

■計画の枠組み  

対象者  農業者・農業関係者、市民、事業者（流通、

食品加工、飲食業）、学校  等  

対象範囲  農業、流通、食品加工、飲食、観光、教育  

等  

政策の位置づけ  産業政策、まちづくり政策  

行政の役割  支援事業の実施、関係機関の連携  

 

２  計画の期間  

  計画期間は、平成 26年度から平成 35年度とする。  

  なお、計画の進捗状況や社会情勢の変化に応じて、適宜必要な見

直しを行う。  

 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27～Ｈ 29 Ｈ 30 Ｈ 35 

西脇農業ビジョン  策定  
 

    

西脇市総合計画  

後期基本計画  

 
     

 

３  計画の位置づけ  

  本計画は、国の「食料・農業・農村基本法」及び「食料・農業・

農村基本計画」、兵庫県の「ひょうごの農」及び「北播磨地域農林

ビジョン 2020」の内容を踏まえつつ、西脇市が目指すまちづくりの

基本方針を示した「西脇市総合計画後期基本計画」の農業分野の個

別計画として、施策を具体化するものである。  

施行  

施行  



  なお、他の部門の関連行政分野の計画とも整合性を図りながら進

める。  

 

４  計画の策定体制  

  本計画は、農業者、農業者団体、市民及び行政がそれぞれの役割

を果たし、相互に協力し、本市の農業を発展させるための指針であ

る。そのため、本計画の策定にあたり、農業に関連する様々な分野

に携わる委員から構成する「日本のへそ西脇農業ビジョン検討委員

会」を設置し、その中での議論を踏まえて、農林振興課が計画案の

取りまとめを行う。また、広く市民の意見を計画内容に反映させる

ため、パブリックコメントも併せて実施する。  

 （検討委員会メンバー）  

   生産者、流通関係者、消費者団体、学識経験者、県、農業委員  

会、公募委員など 17名  

 

５  計画の策定スケジュール  

５月  

上   

中   

下  第１回（ 5/27）  

６月  

上   

中   

下   

７月  

上   

中  第２回  

下   

８月  

上   

中   

下   

９月  

上   

中   

下   

10月  

上   

中  第３回  

下   

11月  

上   

中  第４回  

下   

12月  

上   

中   

下   

●趣旨説明  

●現状と課題  

●ビジョンの方向性  

●第１回委員会の意見集約  

●ビジョン骨子の検討  

●第２回委員会の意見集約  

●ビジョン素案の検討  

●第３回委員会の意見集約  

●ビジョン最終案の確認  



平成 25 年度 施政方針抜粋 

 

農業の振興では、本市農業の将来あるべき姿を定めるため、

本年度、「西脇農業ビジョン」を策定いたします。 

現在の農業を持続的に発展させながら、新たな雇用を生み

出す六次産業化や農商工・観光との連携、また成熟社会に豊

かさを広げる市民農園等「楽農生活」の提案など、農業全体

を再構築し、西脇の新たな食と農の方向性を示してまいりま

す。 

策定に当たっては、農業者団体や飲食業界をはじめ、食と

農に携わる方々に参画いただき、調査・検討を進めながら年

内にお示しをいたしたいと考えております。 

また、市内産の農産物の魅力を更に高めるため、新たなブラ

ンド制度を立ち上げます。 

「ゆめあぐり堆肥」を積極的に使用し、減農薬・減化学肥

料で生産された自然にやさしい安全・安心な農産物を、西脇

ファーマーズブランドとして認証いたします。「北はりま旬

菜館」での啓発をはじめ、市内の飲食店にも御協力いただい

て、この制度を定着させてまいりたいと考えております。

 


